
数多く残るモダン建築の取
材に訪れた。
四条大橋のたもと、鴨川
を挟んで斜めに向かい建つ
東華菜館とレストラン菊水
（ともに1926年竣工）。編集者
との待ち合わせにも都合の
よいこのあたりの宿を探し
た。祇園のAPホテルを避
けて見つけたのは、四条通
から花見小路に入ってすぐ
右に折れた路地奥の宿。な
ぜか三方向からの入り口が

月下旬、きびしい日差
しの照りつける京都。8

写
真
と
文

筒
口
直
弘

あり、ロビーにはシルバーのロールスロイスが止まり、木製
の大きなパラゴンスピーカーが置いてある。規模の割にはエ
レベーターは2基。部屋と浴室は奇妙なほど広く天井も高い
が、仕事に適したデスクはない。全体に他の用途から転用さ
れた感がある。サービスはよく、朝食もついて一泊6千円と
格安（予約サイト価格）。5日間の取材拠点としては快適だ
った。
撮影初日、菊水の1階で早めの夕食をとった。京都出身の

編集者さんも実は初めて入ったとのこと。カツレツ、エビフ
ライと迷った末にクリームコロッケ。家族でのお出かけ帰り
に立ち寄りたいような、昔ながらの洋食レストランだった。

2023
O

riginally O
ctober
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に
は
ネ
ギ
の
切
れ
っ
端
が
付
い
て
い

た
。
友
人
ら
に
目
で
合
図
す
る
と
、

「
こ
う
で
な
く
て
は
」
と
で
も
言
い

た
げ
に
笑
う
。

こ
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
掃
除
の
行

き
届
い
て
な
さ
…
…
い
や
、
き
っ
と

ホ
コ
リ
や
小
さ
な
ゴ
ミ
な
ど
は
す
で

に
「
年
季
」
の
間
に
挟
み
込
ま
れ
て
、

取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
。ま

ず
は
大
好
き
な
青
唐
辛
子
入
り

の
卵
焼
き
（
こ
の
日
は
5
人
で
3
回

も
頼
ん
で
し
ま
っ
た
）、
そ
の
後
に

ア
サ
リ
の
醤
油
漬
け
が
来
た
。
そ
こ

へ
小
蝿
が
3
匹
つ
い
て
く
る
。
や
っ

と
こ
手
で
つ
ま
ん
だ
と
思
っ
た
ら
眼

鏡
に
も
う
1
匹
と
ま
る
と
い
う
具
合

で
、
退
治
し
て
も
退
治
し
て
も
、
新

し
い
注
文
が
厨
房
か
ら
運
ば
れ
て
来

る
度
に
小
蝿
も
つ
い
て
く
る
。
前
回

訪
れ
た
4
ヶ
月
前
に
は
な
か
っ
た
ア

ウ
ト
な
状
況
に
た
じ
ろ
ぐ
。
壁
に
ベ

タ
ベ
タ
と
貼
っ
て
あ
る
手
書
き
の
メ

ニ
ュ
ー
を
見
て
ふ
と
漏
ら
し
て
し
ま

っ
た
。

「
こ
の
店
に
は
、
刺
身
は
な
い
ん
だ

月
27
日
。
す
で
に
猛
暑
。

ビ
ー
ル
を
頼
む
と
グ
ラ
ス

7

育児も仕事もうまくいかない日々。悔しい。情けない。
それを吐き出す場所もない。飛び散った麦茶とガラス片を
見つめてわあわあ泣いた。散々泣いて涙も止まったので
周りを片付け、娘の手を引いてよろよろと皮膚科に行った。
熱々の麦茶をもろに被った両太腿の火傷は治るのに2週間
以上かかった。痛かった。（娘は無傷）当時のことは大半
忘れているけれどこの日の
出来事ははっきり覚えている。

小
さ
か
っ
た
娘
も
今
や
21
歳
。

結
局
育
児
は
、
人
生
は
、

何
ひ
と
つ
思
い
通
り
に
は

行
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
！

絵と文 丹下京子

絵
と
文

伊
野
孝
行

ね
」（
あ
っ
て
欲
し
く
な
い
と
い
う

意
味
）。

す
る
と
別
テ
ー
ブ
ル
で
、
お
客
さ

ん
と
談
笑
し
て
い
た
女
将
さ
ん
が
急

に
立
ち
上
が
り
「
あ
り
ま
す
よ
〜
お

刺
身
、
最
後
の
一
皿
。
ど
う
？
最
後

だ
か
ら
量
も
あ
る
よ
」
と
言
っ
た
。

ド
キ
ド
キ
刺
身
の
三
種
盛
り
は
、

マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
イ
カ
。
心
配
を

よ
そ
に
、
も
っ
ち
り
ぷ
り
ぷ
り
で
非

常
に
う
ま
い
。

透
明
感
の
消
え
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
に
は
、
小
さ
い
字
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
地
酒
の
一
覧
表
。
選
ぶ
の
が
面

倒
に
な
り
「
お
す
す
め
」
で
お
願
い

す
る
と
、
店
主
が
一
升
瓶
を
抱
え
て

や
っ
て
来
る
。
と
っ
く
り
の
首
、
ひ

た
ひ
た
ま
で
注
い
で
く
れ
て
6
5
0

円
。
こ
ん
な
に
安
く
て
い
い
の
か
。

汚
れ
た
エ
プ
ロ
ン
と
対
照
的
な
笑
顔

の
清
潔
感
。「
も
う
少
し
綺
麗
に
す

れ
ば
、
東
京
屈
指
の
名
店
に
な
る
の

に
…
…
」
な
ど
と
思
う
客
は
道
理
が

わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

す
れ
ば
生
々
溌
剌
た
る
あ
り
の
ま
ま

の
姿
に
と
ど
め
を
刺
し
て
、
こ
の
店

は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ご
馳
走

様
で
し
た
。

2



く記憶にないようだ。清の貼り絵を観たのはそのときが初めてで、それまでは画
集をじいっと眺めていた。貼り絵で作品をつくるようになったのはその頃のこと。
さて、20年ぶりに見る山下清の貼り絵。やっぱりわたしは学園にいたころの絵
が好きだ。紙の色は200年後も残っているだろうか。新宿で絵を観た2日後、わ
たしは湯布院の湯の坪街道を歩いていた。観光客が多く、じりじりと暑い。ふと
見上げた電柱に「山下清原画展」という案内を見る。涼みたい一心で「昭和館」
の2階にある常設スペースに入った。どことなくオーラのない清の絵が並んでい
る。眺めているうちに、もやもやしてきてスマホを取り出す。そして、公式サイ
トの「贋作に注意」という文章を見つける。ここの絵のことかはわからない。わ
からないけれど、新宿で見た絵の記憶まで色あせてしまう気がして、また炎天下
の通りに戻った。

暑の新宿で、山下清生誕100年展「百年目の大回想」を観た。生誕80年の
展覧会には日下さんと行った。わたしはよく覚えているのに日下さんは全炎

絵と文霜田あゆ美

絵と文 大高郁子父
行のつもりで1/8カットの西瓜を買って帰った
ことがある。パック入りのサイコロ西瓜ばかり
食べていた父は、鋭角にカットされた西瓜の歯
触りが嬉しかったのか「うまいわー」と喜んで
くれた。その3ヶ月後、父はあっけなく逝って
しまった。
今年の夏、私は病を得た。治療のため、父の
3回忌の法要の予定が立たなくなり、母はさっ
さと中止を決めた。盆の入りの 8月13日は父の
誕生日でもある。生きていれば88歳、米寿だ
った。未だに納骨にも行けず、仏壇も用意でき
ず、居間のテーブルに置かれたままの父の位牌
に、せめて西瓜を供えたかった。でも、なんと
なく買いに行くのが面倒で、結局、何もしなか
った。16日の夜、YouTubeで「大文字焼き」の
中継を見ながら、あの世へ帰る父のしょんぼり
した姿を想像した。「ごめん。来年はちゃんと
するから」と、心の中で詫びてみた。

は西瓜が好きだった。晩年、足が弱って
西瓜を買いに行けなくなった父に、親孝
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センテンスの長い文章に魅了された。
「金沢」は、金沢に古びた一軒家を借りた主人公の中年男性が、知人の
骨董屋に案内されるままに、邸宅や料亭を訪れ酒宴を繰り返す、という
長編小説。主人公の過去も、語り手の立場も、時空の設定も曖昧なまま、
ほとんど飲んでばかりいる、というふしぎな小説だが、無為を極めてゆ
くかの至福の時間が描き出される。
併録の「酒宴」は、語り手の男が銀座裏で飲んでいて隣り合わせた神
戸の酒造会社の技師と仲良くなり、別の店でも一緒に飲み、ついには列
車に半日揺られて神戸まで同行、酒工場を見学した上、また飲み続ける、
という話。そこでの酒宴の人たちの姿がやがて大酒のタンクに変わって
しまうという奔放さ、時空を超えてどこまでも自由がふくらんでゆく感
じは、さながら『千夜一夜物語』のようだ。

初に読んだ吉田健一の本は『絵空ごと／百鬼の会』の文庫で、人
によっては悪文と言うかもしれない、うねくねとのたくるような最

吉田健一『金沢／酒宴』
 講談社文芸文庫／1990年

もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン情報誌
「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサート「春一番」ポ
スター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、絵本
『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

鮎川誠（シーナ&ロケッツ）
Ayukawa Makoto
1948-2023

鮎
までこんなカッコええ日本のロックンロールなミ
ュージシャンは見たことがありませんでした。そ
れからすぐに派手なヨメさんとシーナ&ロケッツ
というバンドを組んだとき、いっぺんにミーハー
なファンになりました。それから20年近くたって、
一度だけ彼らと言葉を交わしたことがあります。
大阪の春一番コンサートの会場の外でタバコを吸
ってたら目の前に鮎川誠とシーナもタバコを吸い
にきたんです。僕は思わず、ファンです、このコ
ンサートのポスターの絵を描いてます！と言って
しまいました。なんせミーハーなファンですから。
そしたら鮎川さんは、そう、いいねぇ、とあの独
特なイントネーションで言ってくれはりました。

川誠は70年代、サンハウスというブルー
スロックバンドのギタリストでした。それは

静
か
に
す
ご
し
た
い
。
こ
れ

か
ら
観
る
映
画
の
音
楽
が
流
れ

上
映
前

る
。
作
品
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
。『
女
囚
さ
そ
り
』

（
72
〜
73
）
の
時
タ
バ
コ
臭
い
東
映
の
劇こ

場や

に
、
梶
芽

衣
子
の
「
恨
み
節
」
が
流
れ
て
る
な
ん
て
最
高
だ
っ

た
。最

近
は
や
た
ら
う
る
さ
い
。
大
音
量
で
ガ
ン
ガ
ン

映
像
を
流
す
。
東
宝
シ
ン
デ
レ
ラ
が
「
幕
間
の
時
間

を
利
用
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か
ら
最
新
の
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
」
と
始
ま
る
。
見
た
く
も
な
い
。
あ
の

ネ
ェ
ち
ゃ
ん
、「
マ
ク
ア
イ
」
と
読
む
っ
て
知
ら
な

か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
毎
度
思
う
。

続
い
て
予
告
編
の
連
発
。
反
射
的
に
目
を
閉
じ
る
。

C
G
頼
み
の
ア
メ
リ
カ
映
画
、
お
粗
末
な
日
本
映
画
。

日
本
の
俳
優
の
滑
舌
の
悪
さ
が
よ
く
分
か
る
。
や
っ

と
本
編
が
始
ま
る
ぞ
と
思
っ
た
ら
、
例
の
サ
イ
ア
ク

の
〈
映
画
泥
棒
〉！　

ま
た
目
を
閉
じ
耳
ま
で
塞
ぐ
。

上
映
直
前
に
視
覚
・
聴
覚
を
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ

た
く
な
い
。
平
静
な
気
持
ち
で
本
編
を
迎
え
た
い
ん

だ
。〈
映
画
泥
棒
〉
っ
て
そ
っ
ち
で
し
ょ
？

目
を
閉
じ
れ
ば
「
あ
ざ
や
か
な
場
面
」
が
見
え
る

と
阿
久
悠
は
書
い
た
。
耳
が
聴
こ
え
な
い
と
ど
ん
な

世
界
な
ん
だ
ろ
う
。
昨
年
の
映
画
賞
を
総
な
め
し
た

『
ケ
イ
コ　

目
を
澄
ま
せ
て
』（
22
）
は
、
聴
覚
障

碍
者
の
女
性
ボ
ク
サ
ー
を
描
く
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

配
信
で
観
た
。

映
画
史
は
、
音
の
な
い
（
無
声
）
色
の
な
い
（
モ

ノ
ク
ロ
）
短
い
映
像
か
ら
始
ま
る
。
い
き
な
り
白
い

布
（
ス
ク
リ
ー
ン
）
に
蒸
気
機
関
車
の
疾
走
が
映
し

出
さ
れ
、
見
物
は
腰
を
抜
か
し
た
。
ホ
ー
ス
で
水
を

撒
か
れ
体
を
よ
け
た
。
そ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
後
音
（
ト
ー
キ
ー
）
を
、
色
彩
（
カ
ラ
ー
）

を
獲
得
す
る
。
映
像
重
視
な
の
で
音
楽
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
は
と
も
か
く
、
音
（
聴
覚
）
に
焦
点
を
当

て
た
映
画
は
少
な
か
っ
た
が
近
年
、『
エ
ー
ル
！
』

（
14
）『
ギ
ル
テ
ィ
』（
18
）『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
メ

タ
ル
』（
19
）
等
、
秀
作
が
立
て
続
け
に
公
開
さ
れ

て
い
る
。

原
作
が
あ
り
実
話
の
映
画
化
な
の
だ
ろ
う
。
実
在

の
モ
デ
ル
へ
の
配
慮
か
ら
か
、
聴
覚
障
碍
者
の
実
相

が
伝
わ
ら
な
い
。
作
り
手
た
ち
に
、
音
を
失
っ
た
人

の
住
む
世
界
へ
の
想
像
力
が
欠
け
て
い
る
。

ま
ず
主
人
公
（
岸
井
ゆ
き
の
）
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を

始
め
た
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
劇
中
に
も
台
詞
が
あ

る
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
の
は
想
像
が

つ
く
。
健
常
者
で
も
過
酷
な
競
技
な
の
だ
。
な
ぜ
そ

こ
に
彼
女
は
飛
び
込
む
の
か
。
途
中
で
ボ
ク
シ
ン
グ

を
、
ジ
ム
（
あ
る
い
は
両
方
）
を
や
め
よ
う
と
す
る

が
、
そ
の
時
の
彼
女
の
気
持
ち
も
不
明
。

手
話
・
筆
談
は
あ
る
が
、
僅
か
な
相
槌
以
外
ほ
と

ん
ど
音
と
し
て
の
言
葉
を
発
し
な
い
。
だ
か
ら
彼
女

の
心
の
内
を
知
る
た
め
に
ジ
ム
の
会
長
夫
婦
（
三
浦

友
和
・
仙
道
敦
子
）、
母
（
中
島
ひ
ろ
子
）
や
弟
、

そ
の
恋
人
を
配
置
し
て
あ
る
の
だ
が
、
主
人
公
に
型

通
り
の
対
応
を
す
る
だ
け
。
弟
が
弾
く
ギ
タ
ー
＝
音

の
世
界
も
活
か
さ
れ
な
い
し
、
恋
人
と
の
ダ
ン
ス
シ

ー
ン
も
た
だ
の
座
興
で
し
か
な
い
。
主
人
公
の
単
独

シ
ー
ン
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
効
果
的
と
思
え
な
い
。

途
中
か
ら
会
長
の
病
気
の
進
行
が
描
か
れ
る
が
、

主
人
公
の
会
長
や
ジ
ム
へ
の
思
い
が
明
確
で
な
い
の

で
、
主
筋
と
絡
ま
り
合
わ
な
い
。
三
浦
も
岸
井
と
芝

居
の
質
が
違
い
す
ぎ
て
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
ば
か
り
目

立
つ
。
他
の
達
者
な
は
ず
の
俳
優
た
ち
も
魅
力
が
な

い
。前

記
の
秀
作
は
〈
音
〉
と
格
闘
し
て
い
た
。
本
作

も
ま
た
、
音
の
な
い
世リ

ン
グ界
で
戦
う
女
し
か
知
り
え
な

い
聴
覚
が
描
か
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
。
自
ら
の
鼓

動
が
、
肉
の
軋
み
が
、
飛
び
散
る
汗
が
ど
ん
な

〈
音
〉
を
発
す
る
か
知
り
た
か
っ
た
。
聴
覚
障
碍
者

の
ボ
ク
サ
ー
と
い
う
設
定
は
、
そ
の
た
め
に
用
意
さ

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

滅
び
か
け
た
世
界
で
は
、「
他
よ
り
マ
シ
」
と
言

う
相
対
評
価
に
す
ぎ
な
い
過
大
評
価
が
横
行
し
て
い

る
。

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

「
他
よ
り
マ
シ
」
な
ベ
ス
ト
ワ
ン

西
岡
琢
也

25

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。 日日読書

大西良貴
22

森英二郎
思い出のクリフォード9
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50
代
と
な
っ
た
2
0
0
3
年
と
05
年
に
小
脳
梗
塞
を

経
験
し
た
。
現
役
時
代
か
ら
酒
量
が
尋
常
で
は
な
か

っ
た
門
田
は
、
引
退
と
離
婚
の
あ
と
は
浴
び
る
よ
う

に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
、
晩
年
は

週
三
回
透
析
に
通
っ
て
い
た
。 

ふ
た
り
の
最
大
の
、
そ
し
て
最
も
痛
ま
し
い
共
通

点
は
「
発
見
」
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
良
妻
の
評
判

高
く
、
手
術
で
渡
米
し
た
と
き
も
堪
能
な
英
語
で
村

田
を
助
け
た
元
キ
ャ
ビ
ン
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
夫
人

は
、
成
城
の
家
を
出
て
い
た
。
門
田
も
、
最
晩
年
は

兵
庫
県
西
端
の
小
さ
な
町
で
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い

た
。 2

0
2
3
年
1
月
23
日
、
透
析
予
定
日
に
門
田
が

現
れ
な
い
。
病
院
が
警
察
に
安
否
確
認
を
依
頼
、
門

田
は
倒
れ
た
姿
で
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
74
歳
で

あ
っ
た
。
今
年
8
月
、
N
H
K
・
B
S
の
「
球
辞

苑
」
に
出
演
し
た
3
年
前
の
門
田
の
姿
を
流
し
た
。

そ
れ
は
「
自
打
球
」
の
回
で
、「
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
な

ど
な
い
時
代
、
極
端
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
ス
タ
ン
ス
の
自

分
は
自
打
球
を
よ
く
脚
に
当
て
た
が
、
そ
れ
を
恐
れ

て
い
て
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
な
い
よ
」
と
饒
舌
で
、

元
気
そ
う
だ
っ
た
。 

「
男
は
外
で
働
い
て
家
族
を
養
う
。
そ
の
か
わ
り
家

の
中
の
こ
と
は
一
切
し
な
い
」
と
い
う
「
亭
主
関

白
」
が
、
男
性
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
だ
と
認
識
さ
れ

て
い
た
時
代
が
た
し
か
に
あ
っ
た
。「
昭
和
」
が
去

っ
て
久
し
い
の
に
、
古
い
文
化
の
檻
の
中
で
そ
ん
な

「
生
活
習
慣
病
」
を
生
き
て
、
つ
い
に
家
族
か
ら
見

放
さ
れ
た
こ
と
も
ふ
た
り
に
共
通
し
て
い
た
。 

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図鑑』シリーズ（岩波書店）。

ジ
ョ
ン
手
術
を
ア
メ
リ
カ
で
受
け
、
門
田
は
79
年
、

ア
キ
レ
ス
腱
を
断
裂
し
て
1
年
間
欠
場
し
た
。
二
年

後
に
復
帰
し
た
村
田
は
10
勝
を
あ
げ
、
門
田
は
１
年

の
空
白
の
の
ち
、
32
歳
の
80
年
に
41
本
塁
打
、
と
も

に
「
カ
ム
バ
ッ
ク
賞
」
を
得
た
。 

門
田
は
88
年
、
40
歳
の
年
に
本
塁
打
王
（
44
本
）

と
打
点
王
（
1
2
5
点
）
に
な
り
「
中
年
の
星
」
と

い
わ
れ
た
。
89
年
と
90
年
に
も
本
塁
打
30
本
以
上
、

打
点
90
以
上
を
た
た
き
出
し
た
が
、
91
年
、
オ
リ
ッ

ク
ス
か
ら
ダ
イ
エ
ー
・
ホ
ー
ク
ス
に
移
り
、
92
年
、

44
歳
で
引
退
し
た
。
村
田
は
2
0
0
5
年
に
、
門
田

は
06
年
に
殿
堂
入
り
し
て
い
る
。 

引
退
後
も
鍛
錬
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
村
田
だ
が
、

97
年
、
47
歳
の
と
き
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
、
門
田
は

身
長

1
7
0
セ
ン
チ
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し

て
は
小
柄
な
の
に
常
に
フ
ル
ス
イ
ン
グ
、

キ
ャ
リ
ア
24
年
で
史
上
3
位
、
5
6
7
本
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
門
田
博
光
も
、「
マ
サ
カ
リ
投
法
」

の
2
0
0
勝
投
手
・
村
田
兆
治
と
似
た
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
負
け
ん
気
と
実
績
が
も
た
ら
し
た
自
信
家
で
、

家
庭
で
は
典
型
的
な
「
亭
主
関
白
」
だ
っ
た
。 

も
な
く
古
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
た
。
と
は

い
え
、「
木
太
刀
の
人
々
と
そ
の
主
張
」（『
俳
句
講

座
』
第
八
巻
）
で
紹
介
さ
れ
る
四
十
人
弱
の
う
ち
に
惹

か
れ
る
人
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
岡
村
堇
太

お
よ
び
小
西
米
太
で
あ
る
。

堇
太
は
キ
ン
タ
と
読
む
の
か
。
奈
良
の
人
。
麦
人

は
、〈
堇
太
に
逢
ふ
と
彼
は
少
年
の
あ
ど
な
さ
を
思

は
し
む
る
温
容
を
持
つ
て
居
る
が
、
俳
句
の
上
に
は

鋭
覚
の
は
げ
し
い
も
の
を
持
つ
て
居
る
、
壮
快
な
る

も
の
を
思
は
し
め
る
〉
と
述
べ
て
、
作
品
を
三
十
六

句
も
挙
げ
る
。
他
は
多
く
て
二
十
余
句
、
た
い
て
い

は
十
句
内
外
で
済
ま
せ
て
い
る
か
ら
破
格
の
厚
遇
だ
。

結
社
の
重
鎮
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
キ
ャ
リ

ア
は
浅
そ
う
な
口
ぶ
り
な
の
で
、
本
当
に
期
待
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

掲
句
は
読
ん
で
字
の
ご
と
し
で
、
春
日
大
社
（
当

時
は
官
幣
大
社
春
日
神
社
）
の
巫
女
を
詠
む
。
神
楽
な
ど

祭
事
の
場
面
と
し
て
も
よ
い
が
、
境
内
を
一
人
歩
む

美
し
い
巫
女
を
見
か
け
た
、
く
ら
い
の
方
が
「
杉
涼

し
」
の
収
ま
り
は
よ
さ
そ
う
だ
。
上
五
を
形
容
詞
の

終
止
形
で
切
り
、
句
末
を
体
言
止
め
と
し
た
俳
句
の

典
型
文
体
。
中
七
下
五
の
一
直
線
の
断
言
が
、
彼
女

の
美
貌
へ
の
感
嘆
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
。
え
え
、

ま
あ
、
ル
ッ
キ
ズ
ム
で
す
が
、
好
色
と
い
う
以
上
に
、

昭
和
初
年
の
段
階
に
あ
っ
て
、
星

野
麦
人
一
派
の
句
は
ど
う
し
よ
う

前
回
、

春
日
社
の
氏
子
で
あ
る
奈
良
町
の
住
人
と
し
て
の
ご

当
地
自
慢
の
気
配
が
強
い
よ
う
に
も
思
う
。

鴈
来
る
や
海
の
あ
え
ぎ
の
雨
細
く

鵙
な
く
や
針
走
ら
せ
て
畳
さ
し

川
の
洲
の
夕
焼
藪
や
鳥
渡
る

緋
牡
丹
や
目
を
射
る
も
の
に
日
の
ほ
む
ら

こ
の
夏
の
こ
れ
を
挽
歌
や
蔓
を
焼
く

堀
修
理
の
礫
と
あ
は
れ
凍
蛙

風
の
精
木
の
精
冬
の
月
を
ゆ
く

六
句
目
は
「
修
理
」
を
シ
ュ
リ
と
約つ

づ

め
て
、
ホ
リ

シ
ュ
リ
ノ
・
ツ
ブ
テ
ト
・
ア
ワ
レ
・
イ
テ
カ
ワ
ズ
。

堀
を
修
理
し
て
い
た
ら
、
土
の
な
か
に
冬
眠
中
の
蛙
。

工
夫
が
そ
れ
を
礫
の
よ
う
に
投
げ
捨
て
た
。
可
哀
そ

う
に
！　

七
句
目
は
、
寒
月
の
夜
空
を
轟
々
と
行
く

木
枯
し
を
詠
む
。
思
わ
ず
正し

ょ
う

徹て
つ

の
〈
吹
き
し
を
り

野
分
を
鳴
ら
す
夕
立
の
風
の
上
な
る
雲
よ
木
の
葉

よ
〉
を
連
想
し
た
。
こ
れ
は
夏
の
歌
な
が
ら
、
風
と

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
木
の
葉
に
寄
せ
る
詠
嘆
は
共
通
し

よ
う
。
ど
の
句
も
言
葉
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
素
晴
ら
し

い
が
、
俳
句
史
に
は
痕
跡
を
留
め
な
い
。
早
世
し
た

か
、
俳
句
を
廃
し
て
し
ま
っ
た
か
。

米
太
は
京
都
の
人
。〈
京
の
言
葉
で
、
京
の
人
の

心
を
、
京
か
ら
は
な
さ
な
い
で
ゆ
く
〉
と
麦
人
。

春
雨
や
別
し
て
叔
母
は
京
女

夏
蝶
や
小
さ
な
花
に
か
ぶ
さ
り
て

灯
籠
が
歩
き
さ
う
な
り
虫
の
声

は
つ
結
の
髪
が
三
人
と
も
違
ふ

一
句
目
、
京
都
人
で
あ
る
作
者
か
ら
見
て
も
別
し

て
京
女
だ
と
言
わ
せ
る
叔
母
、
な
か
な
か
に
怖
い
。

二
句
目
の
夏
蝶
は
大
き
な
揚
羽
蝶
か
。「
か
ぶ
さ
り

て
」
が
巧
み
。
三
句
目
、
も
の
凄
い
よ
う
な
虫
の
声

に
灯
籠
も
浮
足
立
ち
そ
う
。
四
句
目
は
若
い
娘
た
ち

の
ス
ナ
ッ
プ
。
い
ず
れ
も
繊
細
巧
緻
、
官
能
的
な
感

覚
の
冴
え
を
見
せ
る
。

キ
ャ
リ
ア
を
始
め
た
南
海
ホ
ー
ク
ス
が

1
9
8
9
年
に
消
滅
、
福
岡
に
移
っ
て
ダ
イ
エ

ー
・
ホ
ー
ク
ス
に
な
っ
た
と
き
、
門
田
は
あ
え

て
関
西
に
残
る
こ
と
を
選
択
、
神
戸
の
オ
リ
ッ

ク
ス
・
ブ
レ
ー
ブ
ス
に
移
籍
し
た
。
単
身
赴
任
を
嫌

い
、
ま
た
中
学
生
の
娘
を
転
校
さ
せ
た
く
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
。 

門
田
博
光
は
1
9
4
8
年
の
早
生
ま
れ
、
村
田
兆

治
よ
り
学
齢
で
2
年
上
だ
。
南
海
時
代
、
選
手
兼
監

督
だ
っ
た
野
村
克
也
か
ら
、
江
夏
豊
、
江
本
孟
紀
と

な
ら
ん
で
問
題
選
手
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
自
分
の

打
点
を
稼
ぎ
た
い
4
番
打
者
の
野
村
が
3
番
の
門
田

に
、
本
塁
打
で
は
な
く
ヒ
ッ
ト
を
狙
っ
て
塁
に
出
ろ

と
し
つ
こ
く
い
っ
た
の
に
、
門
田
が
フ
ル
ス
イ
ン
グ

を
や
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

と
も
に
「
団
塊
の
世
代
」
の
村
田
と
門
田
は
現
役

時
代
、
重
大
な
故
障
を
経
験
し
て
い
る
。
村
田
は
83

年
、
当
時
は
ま
だ
危
険
と
さ
れ
た
右
肘
の
ト
ミ
ー
・

イラストレーション………南伸坊

杉
涼
し

美
女
と

生
れ

て

春
日
巫
子
　
岡
村
堇
太

たかやま・れおな　1968年、茨城県生まれ。俳人。「豈」「翻車
魚」同人、朝日俳壇選者。年頭に出した『尾崎紅葉の百句』に
続き、所属の同人誌に掲載する「澤好摩の百句」を脱稿した。
澤さんの作品から一句―〈うたたねの畳の縁を来る夜汽車〉。

イラストレーション………二宮由希子

高
山
れ
お
な

十
七

は
れ
の
ち
句
も
り

「
発
見
」
さ
れ
た
く
は
な
い
ね

関
川
夏
央

昭
和
残
照
十
七
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N
O.

1
5
1
（
1
9
6
7
年
7
月

号
）
の
ほ
か
、
京
都
の
ウ
ン
ベ

前
回
の

ル
ト
か
ら
お
借
り
し
た
N
O.

1
4
6
（
1
9
6
7
年
2

月
号
）、
N
O.

1
5
2
（
1
9
6
7
年
8
月
号
）
N
O.

1

6
4
（
1
9
6
8
年
8
月
号
）
が
手
元
に
あ
る
。
1
5
1

号
の
目
次
は
佃
公
彦
、
1
4
6
号
と
1
5
2
号
は
久

日
下
潤
一

﹁
室
内
﹂
そ
の
2

（
工
作
社
）

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン

17

「
特
選
」
で
）
出
だ
し
が
あ
ま
り
に
も
鮮
や
か
だ
っ

た
の
で
、
こ
の
人
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
が
、
企
業
人
と
し
て
も
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の

勉
強
家
の
才
女
、
昨
夏
は
ご
存
知
前
田
美
波
里
の
ポ

ス
タ
ー
で
、
日
本
中
の
若
者
の
胸
を
か
き
む
し
っ

た
。」
と
あ
る
。

真
だ
。
66
年
か
ら
は
早
坂
信し

ん

の
絵
に
変
わ
る
。

1
4
6
号
の
巻
末
コ
ラ
ム
「
日
常
茶
飯
事
」
に
山
本

夏
彦
が
書
い
て
い
る
。「
渡
辺
力
さ
ん
は
、
本
誌
七

十
六
号
か
ら
一
四
四
号
ま
で
五
年
九
ヶ
月
、
六
十
九

冊
、
表
紙
を
構
成
し
た
ひ
と
で
あ
る
。（
略
）
本
誌

の
表
紙
は
、
稀
れ
に
「
ド
ム
ス
」
に
似
た
り
、「
暮

し
の
手
帖
」
に
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
次
第

に
そ
の
域
を
脱
し
、
つ
い
に
渡
辺
力
そ
の
人
と
化
し

た
。」「
そ
れ
な
ら
な
ぜ
、
こ
の
一
月
号
か
ら
、
表
紙

を
一
変
す
る
か
、
写
真
を
、
画
に
改
め
る
か
と
問
わ

れ
て
も
、
私
は
返
答
に
窮
す
る
。
そ
れ
が
リ
ト
ル
・

マ
ガ
ジ
ン
の
使
命
だ
と
答
え
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

真
の
百
万
大
雑
誌
に
は
、
こ
ん
な
冒
険
は
許
さ
れ
な

い
。
読
者
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ

ん
、
本
誌
に
も
そ
れ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
幸
か

不
幸
か
、
本
誌
は
そ
れ
が
許
さ
れ
る
か
許
さ
れ
ぬ
か

の
境
目
―
す
れ
す
れ
に
い
る
。
そ
れ
な
ら
冒
険
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
誌
は
常
に
新
し
い
才
能
を
求

め
て
い
る
。」

1
9
6
9
年
、
表
紙
は
ま
た
写
真
に
も
ど
っ
て
い

る
。
69
年
1
月
号
N
O.

1
6
9
は
カ
ラ
フ
ル
な
キ

ャ
ン
ド
ル
の
写
真
。
今
月
は
2
ペ
ー
ジ
も
ら
え
た
か

ら
、
60
年
代
の
「
室
内
」
の
中
身
を
す
こ
し
。
大
宅

文
庫
で
検
索
す
る
と
創
刊
号
の
「
木
工
界
」
は
な
く
、

1
9
7
3
年
以
降
の
み
。
国
会
図
書
館
に
は
全
冊
そ

ろ
っ
て
い
る
。
時
間
を
つ
く
っ
て
じ
っ
く
り
60
年
代

の
「
室
内
」
を
眺
め
て
み
た
い
。

1
6
4
号
に
は
「
デ
ザ
イ
ン
人
国
記
・
関
西
」
で
、

田
中
一
光
、
永
井
一
正
、
片
山
利
弘
、
横
尾
忠
則
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
田
中
に
は
現
代
的
な
セ
ン
ス

な
ど
は
な
い
の
で
、
田
中
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う

の
は
、
古
い
日
本
の
伝
統
そ
の
も
の
の
持
っ
て
い
る

モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
だ
。
実
は
、
田
中
一
光
の
素
晴

ら
し
さ
と
い
う
の
は
、
こ
の
一
点
に
あ
る
。（
略
）

田
中
ほ
ど
総
て
の
世
界
を
、
自
分
の
わ
く
の
中
で
安

定
し
て
表
現
出
来
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
い
な
い
。
色
彩

と
い
い
形
と
い
い
、
す
べ
て
は
田
中
一
光
の
世
界
だ
。

そ
れ
で
い
て
、
田
中
一
光
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本

の
伝
統
そ
の
も
の
だ
と
い
う
感
じ
が
い
っ
ぱ
い
だ
。」

「
室
内
」
は
「
木
工
界
」
改
題
「
室
内
」
に
な
っ
た

61
年
4
月
号
の
76
号
か
ら
1
4
4
号
ま
で
表
紙
は
写

里
洋
二
の
絵
。

1
4
6
号
の
泉
真
也
の
連
載
「
デ
ザ

イ
ン
人
国
記
」、
和
田
誠
は
「
才
人
集

団
の
観
の
あ
る
ラ
イ
ト
・
パ
ブ
リ
シ
テ

ィ
で
も
、
こ
の
人
群
を
抜
い
て
い
る
」

「（
和
田
は
）
横
尾
忠
則
を
評
し
て
「
横

尾
忠
則
に
、
円
熟
す
る
日
は
来
な
い
で

あ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
が
、
和
田
も

才
能
に
ま
か
せ
て
巧
み
に
自
分
を
使
い

わ
け
、
な
か
な
か
正
体
を
見
せ
な
い
。

い
さ
さ
か
才
に
走
る
危
険
は
あ
る
が
、

こ
の
異
才
自
己
の
世
界
を
主
張
し
て
、

メ
ル
ヘ
ン
風
な
絵
本
を
、
七
冊
も
自
費

出
版
す
る
よ
う
な
一
徹
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ど
こ
ま
で
大
き
く
な
る
か
楽
し
み

で
あ
る
」
の
だ
と
。

河
野
鷹
思
、
福
田
繁
雄
、
伊
藤
憲
治
、

勝
井
三
男
ら
も
紹
介
さ
れ
、「
最
近
エ

ド
ワ
ー
ズ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

一
躍
衆
目
を
集
め
た
伊
坂
芳
太
良
」、

石
岡
瑛
子
に
つ
い
て
は
「（
日
宣
美
の

渡辺力の表紙／右からNO.139（この号は何故か月号数字とNOがない）、
NO.142、NO.144

1967年7月号（NO.151）

二つ折の目次／上・1967年7月号（NO.151）下・1967年8月号（NO.152）
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今
月
の
あ
と
が
き

また訃報。フィリップ・プティ・ルーレさ
んが亡くなった。私より4歳下。70歳、8月
3日、大動脈破裂。奥様の貴田奈津子さんと
の仕事の縁で、長年のファンの彼に会えた。
パリの自宅と京都で。シンプルな線、モダン
でユーモアがある。8月3日に京都駅で彼の
描いた大きな広告の絵を見た。ある新書のシ
リーズのカバーの絵を長く描いてもらった。
関川さんの『石ころだって役に立つ』カバー
の絵も彼。悼。みんな長生きして、いつか会
えると呑気に思っていた。会えないコロナの
三年を恨んでも仕方ない。（日下）

今号はみなさんの「夏の思い出」。筒口さんの
写真、「菊水」は屋上でビアガーデンもやって
いるらしい。来年の夏に挑戦したい。SOMPO
美術館の山下清展には最終日に息子と一緒に。
100分待ちと表示されていたが、60分で入場で
きた。結局、最後のショップのレジに40分並
んだので合計100分。清の放浪の理由が、戦争
にいきたくなかったからだと初めて知った。空
襲の絵の炎の赤、ぼけの花と空の青、長岡の花

火を見上げる人々のうしろ姿が
心に残る。すばらしい展覧会
だった。（赤波江）

F ärger（ファリエ）はスウェーデン語で複
数の色を指す単語です。単色だとFärg（フ

ァーリ）。この小冊子SVENSKA LANDSKAPS 
FÄRGERはタイトル通り、スウェーデン各地の
風景の色彩をめぐるガイドブックです。地域ごと
の観光名所や特徴的な風景・文化とともに、それ
らの色を14冊のシリーズで紹介しています。色
はスウェーデン工業規格採用のNCS（Natural 
Colour System）に基づいて分類されています。
初めて見つけたのは10年ほど前、手工芸が盛

んなダーラナ地方にある小さな工芸博物館でした。
ミュージアムショップで絵葉書の横に並んでいた
のが、写真下の開いた冊子です。見開きの左ペー

ジの解説はスウェーデン語と英語併記、右ページ
の写真と分類された色はどれも美しい。私の好き
な堀内誠一による『配色の手帖』やル・コルビュ
ジエの『Polychromie architecturale』に加え、新し
い色見本帖を手に入れた気持ちになりました。
写真上のスコーネ地方の冊子は友人のアンナさ

んからのプレゼント。下のダーラナと見比べると、
全体的に色が淡い印象を受けました。そして何度
も旅をするうち、確かに街並みの色合いが地方に
よって異なることを実感するようになりました。
また、刺繍や織物なども好んで使われる色彩に地
方による違いがあります。これからも買い付けを
しながら、いろいろな風景をめぐる旅は続きます。

縦10.5cm　横15cm　厚み0.7cm

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  Textiles 
& Objects店主。学生時代にテキスタイルを学ぶ
ため、デンマークへ留学。帰国後、古美術店に勤
めたのち2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通
御幸町西入達磨町588-1

魚住寧子
タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）
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と
進
ん
で
斬
ら
れ
る
方
に
な
る
が
、
も
っ
と
真
剣
に

斬
ら
れ
て
く
れ
と
指
導
さ
れ
る
。「
お
手
本
見
せ
て

あ
げ
る
か
ら
、
お
母
さ
ん
は
ぼ
く
の
こ
と
本
気
で
斬

っ
て
よ
」
と
ニ
コ
ニ
コ
言
わ
れ
て
、
ど
ん
な
顔
し
て

息
子
を
斬
っ
た
ら
い
い
の
か
困
る
。

お
も
ち
ゃ
で
も
、
刃
物
や
ピ
ス
ト
ル
を
我
が
子
に

向
け
る
の
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
死
ん
だ
フ
リ
を
な
か

な
か
や
め
な
い
時
、「
や
め
な
さ
い
」
と
硬
く
て
低

い
声
が
出
る
。
フ
リ
だ
と
し
て
も
死
な
な
い
で
。
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
強
め
の
攻
撃
を
受
け
る
と
痛
い
。

お
お
げ
さ
に
痛
が
る
と
、
あ
、
や
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た

な
、
と
い
う
顔
を
し
て
ご
め
ん
と
謝
る
息
子
。

「
そ
ん
な
遊
び
は
危
な
い
」「
戦
い
ご
っ
こ
よ
り
も

文と絵 赤波江春奈

武
器
が
好
き
な
子
ど
も

っ
と
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
よ
」
と
お
も
ち
ゃ
の
武
器

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
け
ど
、
そ
れ
で
い
い

ん
だ
っ
け
。
戦
っ
て
い
る
と
き
、
息
子
は
と
っ
て
も

た
の
し
そ
う
だ
。

体
の
痛
み
は
そ
の
ま
ま
心
の
痛
み
に
な
る
こ
と
。

ひ
と
を
傷
つ
け
る
と
、
自
分
の
胸
も
苦
し
い
こ
と
。

〝
戦
い
ご
っ
こ
〞
は
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
の
練
習
か

も
し
れ
な
い
。

よ
ち
よ
ち
歩
き
を
は
じ
め
た
頃
、
公
園
の
遊
具
で

遊
ば
せ
な
が
ら
、
自
分
が
息
子
に
「
危
な
い
よ
〜
」

し
か
言
っ
て
い
な
い
と
気
が
つ
い
て
ハ
ッ
と
し
た
。

転
ん
で
痛
い
思
い
を
し
な
い
と
、
な
に
が
危
な
い
の

か
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
の
。

あ
ら
ゆ
る
暴
力
や
危
険
か
ら
で
き
る
だ
け
子
ど
も

を
遠
ざ
け
て
お
き
た
い
。
ど
う
か
不
幸
な
目
に
合
わ

な
い
で
と
、
先
ま
わ
り
を
し
て
、
危
険
の
種
を
と
り

の
ぞ
こ
う
と
手
を
出
し
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
そ
れ
っ

て
、
本
当
に
子
ど
も
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

ほ
ど
よ
く
痛
み
を
経
験
し
て
い
け
た
ら
い
い
け
れ

ど
、
い
ま
こ
の
世
界
で
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
ど
ん
底
ま
で
堕
ち
て
い
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
お
そ
ろ
し
い
。
か
ん
た
ん
に
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
う
す

暗
い
不
安
に
包
ま
れ
て
い
る
。

き
っ
と
数
ヶ
月
も
経
て
ば
、
ほ
か
の
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
親
が
こ
う
し
て
悩

ん
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
間
に
、
子
ど
も
は
猛
ス
ピ

ー
ド
で
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。

ち
の
6
才
に
な
る
子
ど
も
は
、
武
器
が
好
き

だ
。
戦
い
も
好
き
だ
。

う一緒
に
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
を
見
に
い

っ
た
。
感
想
を
聞
く
と
「
弓
矢
つ
く
る
と
こ
ろ
が
一

番
よ
か
っ
た
。
ほ
か
は
全
部
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
言

っ
た
。
え
え
〜
、
そ
こ
だ
け
？
　
そ
れ
は
、
少
年
が

は
じ
め
て
自
分
の
武
器
を
手
に
す
る
シ
ー
ン
。

東
京
国
立
博
物
館
「
古
代
メ
キ
シ
コ
展
」
で
は
、

ア
ス
テ
カ
文
明
の
〈
鷲
の
戦
士
像
〉
に
釘
付
け
に
な

っ
て
い
た
。
嘴
の
中
に
顔
が
あ
る
。
等
身
大
で
作
ら

れ
た
戦
士
の
顔
は
、
無
表
情
で
不
気
味
。
常
設
展
で

は
、
刀
剣
の
前
か
ら
し
ば
ら
く
動
か
な
か
っ
た
。「
お

母
さ
ん
は
土
偶
見
て
て
も
い
い
よ
、
ぼ
く
は
ひ
と
り

で
剣
見
て
る
か
ら
さ
！
」
と
明
る
く
言
わ
れ
る
。

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
い
ろ
ん
な
武
器
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
弓
矢
、
日

本
刀
、
ピ
ス
ト
ル
。
カ
ラ
フ
ル
な
武
器
た
ち
は
み
ん

な
「
我
々
は
お
も
ち
ゃ
で
す
か
ら
」
と
無
害
そ
う
な

顔
を
し
て
い
る
。
う
ち
に
は
、
折
り
紙
の
手
裏
剣

や
、
息
子
の
手
作
り
の
剣
が
大
量
に
あ
る
。
武
器
っ

て
、
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
必
要
か
な
ぁ
。

毎
日
「
お
母
さ
ん
、〝
戦
い
ご
っ
こ
〞
し
よ
う
よ
」

と
誘
わ
れ
る
。
使
う
の
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
お
も

ち
ゃ
の
剣
。
と
き
ど
き
ラ
ッ
プ
の
芯
も
剣
に
な
る
。

「
お
母
さ
ん
、
戦
う
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
か
ら
イ

ヤ
」
と
断
り
た
い
が
、
ひ
と
り
っ
子
の
息
子
に
は
、

家
の
中
に
遊
び
相
手
が
い
な
い
。

「
ハ
イ
ハ
イ
、
お
母
さ
ん
斬
ら
れ
る
役
で
い
い
？
」
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